
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会 

http://www.shinshu-yasaka.com/p20.htm 

https://www.shinshu-yasaka.com     

 

2025 年（令和 7 年）5 月 1 日 

5 月号の記事 
地域づくり協議会総会から       

たけのこ保育園              

コミュニティ・スクール              

山留の風 、八坂公民館  

八坂診療所より               

人事異動                  

…2～4P 
…4P 
…5P 
…6P  
…7P 
…8P 

八坂地区の人口：677人 

男 347人 女 330人 

八坂地区の世帯：339 世帯 

（令和 7 年 4 月 1 日現在） 

 

野平山村広場グランドの桜（4/12） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【地域づくり協議会】 
１） 八坂ビューポイント整備（やさかボランティア隊の協力あり） 

6/22  ポケットパーク花植え作業（八坂商工倶楽部と共催） 参加者 24 名 
11/17  唐花見湿原周辺整備  参加者１５名 

２）陳情・要望活動 
12/26  国道 19 号線の整備促進に関する要望活動、〈長野国道事務所信州新町出張所〉 
     河川・砂防事業に関する要望活動     〈犀川砂防事務所〉 

    2/20  市長要望活動〈大町市役所〉 
 ３）地域間交流事業（八坂秋まつり）への協力 

      10/26 八坂小中学校前期課程校庭 参加者 約 200 名 
   
 
 

(１) 八坂塾への支援 そば打ち教室・人形づくり講座・スマホ講座・竹細工講座・猫つぐら講座 
(２) 公民館活動への支援  

   ６/8     ふれあい運動会開催〈八坂小中学校前期課程校庭〉 
   ８/3       
   10/26～27   
   1/11    かるたもちつき大会開催〈八坂小中学校前期課程〉 

3/2           
 （3） その他 

   5/24「八坂警察官駐在所連絡協議会開催」 
   7/11「大町市堆肥センター監視委員会への出席」 
   4/14「北アルプス国際芸術祭への協力」竹の伐採及び運搬作業 8/4 内覧会 作品周辺の草刈２回 
 

       ○自治振興会長会議 ・地区要望事項の取りまとめ 
    

    ○健康福祉環境部会 ・八坂地区敬老会への協力  
・道路愛護作業の実施（年 4 回） 
・地域支え合い事業「おでかけサロン」の開催（4 回） 

   〇地域振興部会   ・八坂ビューポイント整備及び、やさかボランティア隊活動の支援 
（7/16 ラベンダーのせん定作業に協力 参加者６名）  

             ・八坂地区花いっぱい事業（希望のあった 5 自治振興会に配布） 
・八坂小中学校後期課程生徒会第５回「わたしの八坂」フォトコンテストへの協力 

    
 
 

－2－ 

○総務部会     ・交通安全運動の実施、啓発活動・広報誌「やさかだより」の発行 他 

八坂公民館長杯マレットゴルフ大会開催〈切久保マレットゴルフ場〉 

八坂地区文化祭開催〈八坂小中学校前期課程体育館〉 

レクリエーションスポーツ大会開催〈八坂小中学校前期課程体育館〉 
 

 

令和 6 年度に実施した地域づくり協議会の主な事業 
 

八
坂
地
域
づ
く
り
協
議
会

は
、
２
月
２０
日
竹
本
会
長
、
中

島
副
会
長
と
事
務
局
が
大
町

市
役
所
を
訪
れ
牛
越
市
長
へ

の
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

八
坂
診
療
所
は
現
在
土
日

祝
日
の
ほ
か
平
日
の
２
日
も
休

診
し
て
い
る
。
１
日
も
早
く
常

勤
医
師
を
招
聘
し
通
常
の
診

療
体
制
を
整
え
て
い
た
だ
く
こ

と
や
、
有
害
鳥
獣
害
対
策
や
集

落
機
能
維
持
、
活
性
化
に
つ
な

が
る
定
住
促
進
住
宅
の
建
設

な
ど
要
望
し
ま
し
た
。 

要望活動 

４）明野太陽光発電事業への対応 
11/13  明野太陽光発電事業の合同踏査〈明野地区太陽光発電設備、2 業者の施設〉参加者 11 名 
 

 

５）公民館連携事業 

 



 
 

 
 

 

 
【支 出】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項   目 決算額 内   訳 

1 会費 1 会費 256,000 
大平 93 戸・石原 22 戸・切久保 36 戸 

中央 18 戸・野平 52 戸・舟場 35 戸 計 256 戸 

2 補助金 

 交付金 

1 交付金 71,251 日赤社資交付金 

1 地域づくり事業補助金 1,200,000 市補助金 

2 環境整備事業補助金 800,000 道路愛護事業補助金  

3 その他補助金 134,429 交通安全、防犯事業、市連合自治会 

3 繰越金 1 繰越金 679,403 前年度繰越金 

4 繰入金 1 繰入金 0  

5 雑収入 1 雑収入 5,535 預金利子他 

合   計 3,146,618  

項   目 決算額 内   訳 

1 総務費 1 会議費等 351,846 会議等参加旅費、 会議費他諸経費 

2 協議会 1 地域づくり事業 365,469 八坂塾講師謝礼他 

3 総務部会事業 339,821  

 

1 交通安全対策事業 157,661 交通安全関係啓発用品他 

2 防犯対策事業 33,120 防犯対策啓発消耗品他 

3 広報紙発行事業 149,040 やさかだより作成費等 

4 健康福祉環境部会事業  1,007,222     
 

 

 

1 社会福祉事業 119,862 地区敬老会開催への協力 

2 環境整備事業 800,000 道路愛護事業補助金 

3 奉仕団活動事業 87,360 日赤奉仕団ボランティア保険料 奉仕団活動助成 他 

５地域振興部会事業 454,376  

 

1 定住促進事業 5,000 北アルプス地域関わり隊事業への協力 

２地域振興紹介事業 449,376 
花いっぱい事業、第 5 回フォトコンテストへの協力、

ホームページ管理料 

6 予備費 １予備費 2,174  

      合       計 2,520,908   

令和6年度 決 算 報 告 

－3－ 

－ 

【.収 入】  (単位：円) 

 

収入 3,146,618 円-支出 2,520,908 円＝残額 625,710 円（次年度へ繰越） 

令和 7 年度 事業計画 
 

３ 総務部 
・交通安全運動及び啓発活動  ４回/年 
・交通安全啓発用品の整備 
・防犯パトロール等の実施 
・「やさかだより」の発行 7 回/年 他  

  
４ 健康福祉環境部 
・八坂地区シニアの集い・地区敬老会への協力 
・道路愛護活動環境美化事業 （4 回/年） 
・日赤奉仕団八坂分団活動の支援及び講習会の 
実施  

・地域支え合い事業「おでかけサロン」の実施  
 
５ 地域振興部会 
・八坂ビューポイントの整備 
  相川展望公園整備・唐花見湿原等の周辺整備 
・「やさかボランティア隊」活動への支援 
  地域づくりに関わる団体、学校支援ボランティ

ア活動への協力 
  たけのこ保育園、八坂小中学校との連携に関

すること等 
・移住者との交流会の企画と実施 

田舎暮らし体験ツアーの企画と実施 
八坂地区花いっぱい事業 
ホームページの管理 

【事業計画】 
１ 協議会 
  ○ 定期総会及び会議開催    

○ 地域づくり協議会  
 ・八坂ビューポイント整備 

   ・先進地視察研修 
   ・定住人口増加対策の推進 
   ・地域間交流イベントの開催協力(八坂まつり)   
   ・各種要望活動     
   ・地域の課題等への対応 

・明野地区太陽光発電事業の協定に基づく対応 
   ・生ごみ堆肥化処理施設に関する監視等の対応  
   ・公民館連携事業の推進 

公民館事業は 7Ｐ参照 
 

２ 自治振興会長会議  (随時開催) 
   ・市連合自治会事業等との連絡調整 
      ・地区要望事項の取りまとめ  
   ・自治組織の在り方の検討 
   ・道路愛護活動の作業範囲の見直し 
   ・自主防災会活動に関すること 
   ・空き家の実態調査の継続 
   ・定住促進住宅建設候補地等の検討 
    



 

 

 
【.収 入】                                                  (単位：円) 

項   目 予算額 内   訳 

1 会費 1 会費 253,000 
大平 90 戸・石原 22 戸・切久保 36 戸 
中央 18 戸・野平 52 戸・舟場 35 戸 計 253 戸 

2 補助金 

交付金 

1 交付金 70,000 日赤社資交付金 

1 地域づくり事業補助金 1,200,000 市補助金 

2 環境整備事業補助金 800,000 道路愛護事業補助金  

3 その他補助金 135,000 交通安全対策事業、防犯事業、市連合自治会 

3 繰越金 1 繰越金 625,710 前年度繰越金 

4 繰入金 1 基金繰入金 0 基金繰入金 

5 雑収入 1 雑収入 13,290 貯金利子 他 

合   計 3,097,000  

 
【支 出】 

 
 

 
 

  

項   目 予算額 内   訳 

1 総務費 1 会議費等 450,000 会議等参加旅費 会議資料用紙代他 

2 協議会事業 1 地域づくり事業 610,000 八坂塾講師謝礼八坂ビューポイント整備への協力他 

3 総務部会事業 375,000  

 

1 交通安全対策事業 185,000 交通安全関係会議旅費、交通安全啓発消耗品他 

2 防犯対策事業 40,000 防犯協会関係会議旅費、防犯啓発消耗品他 

3 広報紙発行事業 150,000 「やさかだより」用紙代,コピー代 他 

4 健康福祉環境部会事業  1,055,000   

 

 

 

1 社会福祉事業   140,000 敬老会・シニアの集い補助・地域支え合い事業 

2 環境整備事業 800,000 道路愛護活動補助金 

3 奉仕団活動事業 115,000 日赤奉仕団ボランティア保険料 奉仕団活動助成金他 

５地域振興部会事業 590,000  

 
1 定住促進事業 100,000 体験ツアー、移住者との交流会等 

2 地域振興地域紹介事業 490,000 HP 管理料、花いっぱい事業、フォトコンテスト補助      

6 予備費 １予備費 17,000  

      合       計 3,097,000   

令和 7 年度 予算 

入園・入学 おめでとうございます 

－4－ 

－ 

春
の
お
散
歩
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！ 

 
 

 

春
の
暖
か
い
日
差
し
が
心
地
よ
い
あ
る
日
、
た
け
の
こ
保
育
園

で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
春
の
お
散
歩
に
出
か
け
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
空
も
晴
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
お
散
歩
日
和
。
子
ど
も

た
ち
は
「
今
日
は
ど
こ
行
く
の
？
」
先
生
た
ち
と
手
を
つ
な
い
で

歩
道
を
歩
き
な
が
ら
、
道
端
に
咲
く
花
や
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
小
さ
な

虫
た
ち
を
見
つ
け
て
は
「
あ
！
見
て
！
」
「
こ
れ
な
に
？
」
と
、

自
然
に
た
く
さ
ん
の
興
味
を
持
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

春
の
自
然
を
感
じ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
五
感
や
感
性
も

育
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
活
動
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 
 

  

－5－ 

－ 

前
期
課
程
の
入
学
式
が
４
月
７
日
（
月
）
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

受
付
を
牛
越
光
夫
さ
ん
（
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
に
し
て
い
た
だ
き
、
入
学
式
場
や
来

賓
の
控
え
室
、
1
年
生
教
室
の
お
花
を
４
月
４
日

（
金
）
に
北
澤
三
恵
子
さ
ん
（
大
平
）
、
塚
田
睦

子
さ
ん
（
相
川
）
、
縣
俊
美
さ
ん
（
相
川
）
に
準

備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。当
日
は
、来
賓
の
方
々

へ
の
湯
茶
接
待
も
し
て
い
た
だ
き
、
華
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で

素
晴
ら
し
い
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
も
皆
さ
ん
に
力
を
か
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
溢
れ
る
学
校
づ
く
り
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

晴
天
に
恵
ま
れ
、
令
和
７
年
度
の
始
業
式
、
そ
し
て

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
ご
来
賓
の
皆
様
と

保
護
者
の
皆
様
、
在
校
生
と
教
職
員
で
新
１
年
生
の
入

学
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

新
１
年
生
は
、
校
長
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、

し
っ
か
り
と
返
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

後
期
課
程
で
は
進
級
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

本
年
度
の
八
坂
小
中
学
校
は
、
新
１
年
生
８
人
と
転

入
生
８
名
を
加
え
て
、
７２
名
で
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
、
本
年
度
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

「７年 進級式 校章をプレゼント」  「新しい友だちの自己紹介」 

 

「新１年生８名の友だち」 

「令和７年度 八坂小中学校教職員」 

おらほの学校やさか  

八坂小中学校コミュニティ・スクール 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                 
 

 育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 
 

                  

 

「学園生の心がまえ」 
１．山村留学中は、いつも自分の足で歩くよう努力し、自然の中でたく

さん活動し、「ここでしかできないこと」をたくさんします。 
２．あいさつや、言葉づかいに気をつけ、「自分のことは自分でやる」

けじめのある生活をします。 
３．山村留学生活に必要なもの以外、必要以上に多く物を持たず、物を

大切にし、無駄なお金を使わない「がまん」する生活をします。 
４．食事は好き嫌いなく残さず食べ、感謝の気持ちを忘れないようにし

ます。 
５．自分のことだけでなく、相手の気持ちを考えながら過ごすように努

力します。特に、周りで困っていたり、悩んでいる人のことを、み
んなで考え、助け合って生活します。 

６．自分の目標をもって生活し、収穫祭や修園のときには、成長や成果
を、自分の言葉と大きな声で堂々と発表します。 

 

◆八坂塾（地域文化伝承講座） ５月～R８年３月 

郷土の自然、歴史、文化を学習する講座を行います。 

（竹細工、わら細工、文化財巡り、そば打ち講座等） 

◆高砂大学（高齢者学級） ６月～R8 年３月（全８回） 

  高齢者を対象にした生涯学習の講座です。 

◆すこやか広場（親子教室） ６月～R8 年３月（全８回） 

  乳幼児、未就園児と保護者を対象にした子育て学習と交流の場です。 

◆自然体験教室（通学合宿とキャンプ） ６月１８日～２２日 

  山村留学センターに宿泊して山村留学生との交流を行います。 

◆第１３回ふれあい運動会 ５月３１日 

  地域、小中学校、保育園合同で開催します。 

◆マレットゴルフ大会 ８月２日 

  学友会と共催で行うマレットゴルフ大会です。 

◆健康づくり教室（元笑気クラブ） １０月～１１月 

  自身の体力チェックを行い、適切な運動方法を学ぶ教室です。 

◆八坂地区文化祭 １０月２５日～２６日 

  地域の皆さんが一堂に会して行う文化の祭典です。 

◆八坂地域子育てセミナー １１月下旬 

  園児と小中学生及び保護者が体験学習を行い楽しく過ごす機会です。 

◆第４６回かるたもちつき大会 R8 年１月１０日 

  八坂郷土かるたともちつき体験を行い、郷土を学ぶ機会です。 

◆八坂、美麻、育てる会スキー交流会 R8 年１月・２月 

  山村留学生と交流を深め、スキーの技術を学ぶ機会です。 

◆レクリエーションスポーツ大会 R8 年３月１日 

  冬季の運動不足解消と地域の交流を図ります。 

令和 7年度 八坂公民館 行事予定 

－6－ 

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
で
は
4
月
6
日
に
入
園
の

つ
ど
い
を
行
い
、
八
坂
学
園
17
名
、
美
麻
学
園
13
名

の
計
30
名
を
迎
え
ま
し
た
。
入
園
の
つ
ど
い
で
は
、

「
３
月
に
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
花
が
咲
く
ま
で
、
皆
で

力
を
合
わ
せ
て
歩
い
て
行
こ
う
」
と
い
う
思
い
を
こ

め
て
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
花
を
わ
ら
ぐ
つ
に
一
人
ず

つ
挿
し
一
年
間
の
目
標
や
決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

左
記
の｢
学
園
生
の
心
が
ま
え｣

を
守
り
、
み
ん
な

で
助
け
合
い
協
力
し
な
が
ら
来
年
3
月
ま
で
の
時

間
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
は
八
坂
の
地
で
山
村
留
学
が
始
ま
っ
て

50

年
を
記
念
し
て
令
和
8
年
1
月
24

日
に
50

周

年
記
念
の
つ
ど
い
を
開
催
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
山

村
留
学
と
共
に
歩
み
、
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
地

域
の
皆
さ
ま
に
は
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

｢

発
祥
の
地｣

で
の
山
村
留
学
の
取
り
組
み
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
守
り
ぬ
い
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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八
坂
診
療
所
長 

 

駒
瀬
裕
子
医
師 

就
任
の
ご
挨
拶 

 
 ４

月
よ
り
八
坂
診
療
所
に
赴
任
し
ま
し
た

駒
瀬
で
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

私
は
信
州
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
ず
っ
と

関
東
に
い
ま
し
た
が
、
信
州
が
懐
か
し
く
て

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
日
常
念
岳
、
有
明
山
、

爺
ガ
岳
、鹿
島
槍
ヶ
岳
を
見
て
満
足
の
た
め
息

を
つ
き
、大
町
か
ら
八
坂
診
療
所
ま
で
は
ふ
れ

あ
い
バ
ス
で
通
っ
て
い
ま
す
。都
会
で
は
見
ら

れ
な
い
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
、元
気
な

子
供
達
の
姿
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
の
通
勤
で

す
。大
町
病
院
と
の
兼
務
な
の
で
週
二
日
で
す

が
、八
坂
地
区
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
、
②
適
度
の
運
動
、
③
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

④
歯
科
治
療
が
と
て
も
大
切
で
す
。こ
れ
ら
は

全
て
病
気
の
予
防
と
悪
く
な
る
の
を
防
ぐ
効

果
が
あ
り
ま
す
。山
間
の
地
区
な
の
で
な
か
な

か
お
散
歩
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、診
療
所

で
何
か
工
夫
を
し
て
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
ま
す
。診
療
所
に
来
ら
れ
た
ら
お
気
軽

に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

 

田
川
哲
也
医
師 

就
任
の
ご
挨
拶 

 
 

今
年
度
か
ら
八
坂
診
療
所
で
の
診
療
を
担
当
し

ま
す
総
合
診
療
専
門
医
の
田
川
哲
也
と
申
し
ま

す
。
八
坂
小
中
学
校
の
校
医
、
た
け
の
こ
保
育
園

の
担
当
医
も
務
め
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

「
総
合
診
療
」
は
2

0

1

8
年
に
で
き
た
新

し
い
専
門
医
で
す
。
し
か
し
実
際
の
役
割
は
、
こ

れ
ま
で
の
診
療
所
の
先
生
が
担
っ
て
き
た
よ
う
に
、

子
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
病
気
そ
の
も
の

だ
け
で
な
く
、
そ
の
方
一
人
ひ
と
り
の
生
活
、
思

い
も
踏
ま
え
た
上
で
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
の
治
療
、
日
々
の
体
調

管
理
だ
け
で
な
く
、
病
気
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
健

康
づ
く
り
の
支
援
な
ど
幅
広
い
役
目
を
担
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
が
こ
の
八
坂
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
医
療
の
面
か
ら
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
診
療
所
に
い
る
だ
け

で
な
く
地
域
に
出
て
、
皆
様
の
思
い
も
踏
ま
え
な

が
ら
医
療
活
動
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。
八
坂
の

こ
と
を
皆
様
か
ら
学
び
な
が
ら
、
医
師
と
し
て
の

研
鑽
も
積
ん
で
い
き
ま
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

八
坂
診
療
所
で
は
、
初
期
治
療
や
訪
問
診
療
に
も

対
応
し
て
地
域
の
み
な
さ
ま
に
満
足
い
た
だ
け
る
医

療
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

八坂診療所 新医師のご紹介 

 

大町市国民健康保険 八坂診療所 

院    長 駒瀬 裕子医師 

診 療 医 師  駒瀬 裕子医師   田川 哲也医師 

診 療 科 目 内科・呼吸器内科・整形外科・小児科 

     受付・診察時間 

曜   日 受付時間 診察時間 

月 曜 日 午前 8 時 30 分～午前 11 時 30 分 午前 9 時 00 分～午後 12 時 00 分 

火・木曜日 
午前 8 時 30 分～午前 11 時 30 分 午前 9 時 00 分～午前 12 時 00 分 

午後 1 時 00 分～午後  4 時 30 分 午後 1 時 30 分～午後  5 時 00 分 

担 当 医 師  

 月曜日・

木曜日 
 駒瀬 裕子医師 

 火曜日  田川 哲也医師 

休 診 日  水曜日・金曜日・土曜日・日曜日・祝日 

診療予定表 
 大町市ホームページ（https://www.city.omachi.nagano.jp）  

 目的から探す → 健康・福祉 → 診療所予定表 

 

https://www.city.omachi.nagano.jp/
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 人事異動 八坂の皆さん、よろしくお願いします 

－8－ 

八坂支所 

たけのこ保育園 

八坂小中学校 

≪退職≫ 

≪転入≫ 

≪転出≫ 

≪転入≫ 

≪転入≫ 

≪転出≫ 

≪退職≫ 

伊澤 智子  大町市立大町南小学校へ 

杉谷 優子  伊那市立東部中学校へ 

武居 美紗  松本市立梓川中学校へ 

丸山 いずみ 大町市立大町西小学校へ 

平林 伸一  大町市立大町西小学校へ 

小日向 宏美  くるみ保育園より 

北村 幸 

松田 諭美子 

海川 仁志  建設水道部上下水道課長兼業務係長へ 

傳刀 瑞   八坂支所長 

藤巻 孝之  総務係主幹 

有馬 佳奈子 池田町立池田小学校より（５年生担任） 

安藤 暁子  小布施町立栗ケ丘小学校より（はげみ担任） 

池田 沙羅  新卒（２年生担任） 

髙橋 文男  松川村立松川小学校より（４年生担任） 

木下 政道  松川村立松川小学校より（初任研指導） 


